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【表紙解説】

都市型水害に備える

都市部では、近年ヒートアイランド現象によるものとも考え

られる局地的な集中豪雨が頻繁に発生しており、都市型水害

が深刻になっている。東京都では、ハードウェア対策として

①河川の整備②下水道の整備③流域対策の推進④整備水準の

ステップアップと河川・下水道の連携―を進めている。ま

たソフトウェア対策として⑤洪水情報の提供⑥浸水予想区

域図の作成・公表 ⑦洪水ハザードマップの作成・公表⑧避

難・防災体制の整備・確立⑨広報・啓発― の充実を図ってい

る。

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」

Vol.7 に対するご感想をお聞かせください。抽選で

10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は Seychell 社製携帯浄水ボトル

「フリップトップ」です。不純物を最大で 99.99％

除去します。アウトドアや、日常の飲用、緊急時

などの水環境のよくない状態で活躍します。

●応募方法

同封のはがきまたはFAX用紙、E-mai lでご意見

をお送りください。

●締め切り

2006年10月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

03 -09 特集●シリーズ「防災を科学する」

 水害と都市・交通

 集中豪雨などによる
 都市型水害に備える
10-15 連載●エレベーターの未来形

 ―人と乗り物の心理学―

 アンケートに見る
 「エレベーターと暮らし」

16 -19 連載●安全快適なエレベーターを支える

 メンテナンステクノロジー&リスクコミュニケーション

 オフィスビル
 三井不動産ビルマネジメント株式会社

  20 交通の快楽

 これからの旅客機は
 ダウンサイジングへ　　
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特
集
●
シ
リ
ー
ズ
「
防
災
を
科
学
す
る
」

水
害
と
都
市
・
交
通

前
回
、
前
々
回
で
は
地
震
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
シ
リ
ー
ズ
「
防
災
を
科
学
す
る
」
。

第
3
弾
と
な
る
今
号
で
は
「
水
害
」
を
取
り
上
げ
る
。

水
害
と
い
っ
て
も
今
回
は
、
多
量
の
降
水
で
川
が
溢
れ
た
り
堤
防
が
決
壊
す
る
こ
と
で
起
き
る
「
外
水
氾
濫
」
で
は
な
く
、

市
街
地
で
降
っ
た
雨
が
、
雨
水
の
処
理
能
力
を
超
え
て
地
表
に
溢
れ
出
る
「
内
水
氾
濫
」
に
絞
っ
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

堤
防
整
備
な
ど
が
進
ん
だ
都
市
部
で
は
、
外
水
氾
濫
よ
り
も
む
し
ろ
内
水
氾
濫
型
の
水
害
が
「
都
市
型
水
害
」
と
し
て
新
た
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

水
は
け
の
悪
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
や
発
達
し
た
地
下
街
へ
の
浸
水
な
ど
、
都
市
の
構
造
や
特
性
が
こ
の
都
市
型
水
害
の
原
因
や
新
た
な
被
害
の
か
た
ち
を
つ
く
り
出
し
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

近
年
都
市
部
で
増
加
し
て
い
る
集
中
豪
雨
と
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
と
の
関
係
な
ど
、
都
市
型
水
害
発
生
の
根
に
は
都
市
の
あ
り
方
の
変
容
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。

新
た
な
タ
イ
プ
の
災
害
に
備
え
る
べ
く
、
都
市
型
水
害
発
生
の
原
因
や
行
政
側
の
対
策
、
防
災
に
つ
い
て
の
最
新
研
究
な
ど
を
見
て
み
よ
う
。

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

都
市
型
水
害
に
備
え
る
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水
害
対
策
の
三
本
柱

　

都
市
型
水
害
と
は
、
基
本
的
に

都
市
化
に
よ
る
雨
水
流
出
量
の
増

大
に
よ
る
水
害
を
指
す
。
市
街
化

が
進
み
、
か
つ
て
で
あ
れ
ば
地
面

に
し
み
込
ん
で
い
た
雨
水
が
流
れ

出
て
洪
水
に
な
り
や
す
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
近
年
は
１
時
間
に
50
㎜
以

上
の
強
い
雨
の
回
数
が
特
に
増
え

て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

わ
が
国
で
は
ど
ん
な
対
策
が
な
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
水
害
対
策
は
、
河
川
の
幅
を
広

げ
て
流
水
量
を
増
や
す
”

河
川
整

備
“
と
、
雨
水
を
一
気
に
流
れ
さ

せ
な
い
”

流
域
対
策

“
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
流
域
対
策
は
、
雨
水
を
一

時
的
に
貯
め
る
調
整
池
の
整
備
が

一
般
的
で
す
。
透
水
性
の
舗
装
な

ど
も
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
な
ど
の
災
害
情
報
提
供
が
あ

り
、
大
き
く
は
こ
の
三
本
柱
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」（
国
土
交
通
省
河

川
局　

三
浦 

良
平
氏
）

進
む
法
整
備

　

２
０
０
０
年
の
東
海
豪
雨
が
主

な
き
っ
か
け
と
な
り
、
２
０
０
４

年
５
月
に
は
「
特
定
都
市
河
川
浸

水
被
害
対
策
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。

　

「
雨
水
の
流
出
量
を
増
加
さ
せ

る
よ
う
な
１
０
０
０
㎡
以
上
の
開

発
を
す
る
場
合
に
は
、
都
道
府
県

知
事
の
許
可
を
義
務
づ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
流
域
に
も
と
も
と
あ
っ
た

調
整
池
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
対
策

が
後
退
し
な
い
よ
う
に
施
設
を
保

全
す
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
ま
す
」

（
国
土
交
通
省
河
川
局　

東
野 

文
人
氏
）

　

「
地
下
街
に
つ
い
て
は
、
水
防
法

の
改
正
に
よ
り
、
浸
水
想
定
区
域

内
の
地
下
施
設
に
つ
い
て
避
難
確

保
計
画
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
事
前
に
災
害
状
況
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
お
く
こ
と
は
、
重
要

な
対
策
で
す
」（
三
浦
氏
）

水
害
対
策
と
法
整
備

昨
今
で
は
「
都
市
型
水
害
」
と
呼
ば
れ
る

新
た
な
水
害
の
傾
向
が
現
れ
つ
つ
あ
る
。

従
来
の
河
川
整
備
に
加
え
、
国
と
し
て
の
取
り
組
み

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、

国
土
交
通
省
河
川
局
に
お
話
を
伺
っ
た
。

国
の
取
り
組
み
の
現
在

三
浦 

良
平 

氏

国
土
交
通
省

河
川
局
治
水
課

都
市
河
川
室

課
長
補
佐

お話を伺いました！

東
野 

文
人 

氏

国
土
交
通
省

河
川
局
治
水
課

都
市
河
川
室

沿
川
計
画
係
長

▲図 1　都市型水害のメカニズム

開発前（左）は、雨水の大半は地中に浸透するか水田に貯留し、下流への流出が抑えられる。開発が進むと（右）、地表がコンクリートやアスファルト

で覆われ、下流への流出が増大し、低平地での氾濫被害が増加することになる。

▼

図 2　近年の集中豪雨の発生状況

全国のアメダス地点（約1300 カ所）の観測によれば、1時間に 50mm や 100mm を超す集中豪雨は増加傾向にある。特に100mm 以上の

降雨の過去10 年間の平均発生回数は、20年前の倍以上。大雨の増加は、世界的な傾向でもある。

▼

図3　河川の拡幅による総合治水

対策の例

鶴見川（神奈川県）潮鶴橋付近の河道

整備の施工前（左）と施工後（右）。河

道の拡張、堤防の耐震化、護岸整備、

浚渫（しゅんせつ）などによる河道断

面の確保工事が行われた。

都

市

型

水

害

を

え

る



▲

駐
車
場
の
防
水
板

5 　2006　Vol.7

支
援
制
度

都
市
部
集
中
豪
雨
と
温
暖
化

　

都
市
部
の
集
中
豪
雨
は
、
ど
の

よ
う
に
発
生
し
て
い
る
の
か
。

　

「
夏
の
夕
方
に
東
京
で
豪
雨
が
起

こ
る
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
相

模
湾
か
ら
南
風
が
吹
き
、
鹿
島
灘

か
ら
東
風
が
吹
き
、
そ
れ
ら
が
東

京
付
近
で
収
束
し
て
雨
雲
が
発
達

す
る
と
い
う
も
の
で
す
」

　

近
頃
、
都
市
部
で
大
雨
の
日
が

増
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、

雨
の
降
る
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
こ
の
1
0
0
年
の
気
象
統
計

を
見
る
と
、
一
日
の
降
水
量
が

1
0
0
㎜
以
上
の
大
雨
の
日
と
降

水
量
1
㎜
未
満
の
降
ら
な
い
日
が

増
え
て
い
て
、
1
〜
5
㎜
の
少
雨
の

日
が
減
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
」

　

こ
の
傾
向
を
促
進
さ
せ
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
20
世
紀

に
入
っ
て
急
速
に
進
ん
だ
地
球
温

暖
化
だ
。
気
温
の
上
昇
が
大
気
中

の
水
蒸
気
の
量
を
増
や
し
、
雲
が

発
達
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て
大
雨

の
日
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
も
ち
ろ
ん
、
一
律
に
上
昇
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
年
単
位
で
見

る
と
か
な
り
の
振
れ
幅
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
全
体
の
傾
向
と
し
て

み
る
と
、
気
温
の
上
昇
に
つ
れ
て

大
雨
の
日
数
は
増
え
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
に
都
市
部
の
気
温
が
周
辺

よ
り
高
く
な
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
現
象
が
重
な
っ
て
、
都
市
部
の

集
中
豪
雨
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

　

「
将
来
温
暖
化
が
進
め
ば
、
さ
ら

に
大
雨
日
数
が
増
え
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
気
象
庁
で
は
、
当

面
は
予
報
の
単
位
を
市
町
村
単
位

ま
で
細
か
く
し
、
注
意
を
促
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

浸
水
に
備
え
、
排
水
ポ
ン

プ
や
非
常
用
電
源
な
ど
の
具

体
的
な
設
備
の
確
保
を
義
務

づ
け
る
法
律
は
現
在
の
と
こ

ろ
な
い
。
た
だ
し
、
防
水
施

設
を
設
置
し
た
場
合
に
は
税

制
優
遇
措
置
が
あ
り
、
例
え

ば
地
下
室
に
防
水
扉
を
作
っ

た
場
合
に
固
定
資
産
税
が
軽

減
さ
れ
た
り
す
る
。
ま
た
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
に
よ
る

融
資
制
度
も
あ
り
、
今
後
の

普
及
が
望
ま
れ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
雨
水
貯
留

浸
透
施
設
設
置
す
る
場
合
に

は
、
税
制
、
助
成
、
融
資
の

各
種
支
援
制
度
を
用
意
し
、

普
及
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

藤
部 

文
昭 

氏

気
象
庁

気
象
研
究
所

予
報
研
究
部

第
三
研
究
室
長

お話を伺いました！

▼

図6　ヒートアイランドが雲の発生・発達

を促す理由（提供：気象庁気象研究所）

都市部の加熱により対流が活発になる（左）。

都市部の上昇流により水蒸気が汲み上げられ、

上空が湿潤化する（右）。こうして雨雲が発達し、

集中豪雨の要因となる積雲を発生させる。

▲図4　2005年9月4日夜における東京

集中豪雨雨域のレーダー画像

（提供：気象庁気象研究所）

北関東から相模湾まで 200km の長さと

幅数10km の積乱雲の集団が発生し、雨域

が停滞して豪雨となった。日本で集中豪雨

が発生するときにしばしば見られる。

▼図5　東京の気温の長期変化

（提供：気象庁気象研究所）

東京は100年間に約3℃気温が上昇し

ている。地球全体の平均と比べても、上

昇傾向が非常に急激であることがわかる。

集
中
豪
雨
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

都
市
部
に
お
け
る
集
中
豪
雨
や
大
雨
の
原
因
は
何
か
。

地
球
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
化
現
象
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

気
象
庁
気
象
研
究
所
の
藤
部
文
昭
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

集

中

豪

雨

と

大

雨

の

原

因

を

る

都市は加熱が強く、対流が活発
 

▲

積雲の発生

上昇流による水蒸気の汲み上げ▲

都市上空の湿潤化

1
9
0
1
〜
1
9
2
0
年
の
平
均
気
温
と
の
差

℃

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

-0.5

-1.0

1900 1920 1940 1960 1980 2000

100年間に 0.7℃の昇温
→地球規模の温暖化

100 年間に約 3℃の昇温
→ヒートアイランド

異
常
気
象
と
水
害

■東京
■銚子
■地球全体
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東
京
都
の
治
水
対
策

　

東
京
都
で
は
、
河
川
部
と
下
水

道
局
の
2
つ
の
治
水
関
連
部
署
が

水
害
対
策
に
当
た
っ
て
い
る
。
今

回
は
河
川
部
の
長
島
修
一
氏
、
滝

瀬
穣
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

「
基
本
的
な
都
市
型
水
害
対
策
と

し
て
、川
の
断
面
を
広
げ
、
雨
水
を

流
れ
や
す
く
す
る
河
川
整
備
を
行

っ
て
ま
す
。
し
か
し
地
価
が
高
い

東
京
で
は
用
地
買
収
に
お
金
も
時

間
も
か
か
り
、
な
か
な
か
進
み
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
そ
の
ほ
か
に
”

水
を

貯
め
る

“
調
節
池
や
、
川
と
は
別
に

バ
イ
パ
ス
を
通
す

”
分
水
路

“
の

設
置
な
ど
様
々
な
方
式
を
組
み
合

わ
せ
て
洪
水
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
流
域
対
策
と
し
て
、
透

水
性
舗
装
や

※

浸
透
マ
ス
の
設
置
な

ど
降
っ
た
雨
が
地
中
に
浸
透
す
る

よ
う
な
対
策
も
進
め
て
ま
す
」

　

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
新
規
の
宅

地
開
発
が
あ
る
場
合
に
は
、
事
前

に
防
災
調
節
池
を
つ
く
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
と
い
う
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
面
で
の
取
り
組
み

　

河
川
整
備
は
、
１
時
間
に
最
大

50
㎜
の
降
雨
が
川
の
流
域
全
体
に

平
均
し
て
降
っ
た
場
合
を
想
定
し

て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
46
の
河
川

で
、
延
べ
３
２
４
㎞
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
。
現
時
点
で
の
達
成
度

は
「
ま
だ
６
割
」
と
い
う
が
、
効

果
は
如
実
に
現
れ
始
め
て
い
る
。

　

し
か
し
想
定
外
の
被
害
も
考
え

ら
れ
る
。
例
え
ば
２
０
０
５
年
９

月
４
日
の
集
中
豪
雨
は
１
時
間
に

1
1
2
㎜
の
雨
量
を
記
録
し
た
。

そ
ん
な
場
合
に
備
え
て
、
治
水
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
対
策
と
同
時
に
、

水
害
の
危
険
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
面
で

の
対
策
も
行
っ
て
い
る
。

　

「
例
え
ば
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

つ
く
っ
て
区
役
所
を
通
し
て
各

戸
配
布
し
た
り
、
W
e
b
サ
イ
ト

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
去
年
の
集

東
京
都
の
取
り
組
み

都
市
型
水
害
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
東
京
都
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

都
市
化
が
進
む
東
京
都
で
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
型
水
害
の
対
策

水

害

に

取

り

む

長
島 

修
一 

氏

東
京
都

建
設
局

河
川
部
副
参
事

中
小
河
川
計
画
担
当

お話を伺いました！

滝
瀬 

穣 

氏

東
京
都

建
設
局

河
川
部
計
画
課

中
小
河
川
係
長

▼

図 1　神田川・環状七号線地下調節池（提供：東京都）

水害の多発する神田川中流域の洪水を予防するための地下調節池。神田川、善福寺川、妙正寺川という 3 つの川に洪水の危険があるときに、

溢れた雨水を環状七号線の地下 50mにある巨大トンネルに一時的に貯蔵する仕組みだ。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

に
お
け
る
台
風
な
ど
の
備
え

　

台
風
や
集
中
豪
雨
の
と

き
の
備
え
は
、
ま
ず
停
止
さ

せ
る
こ
と
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ら
、
上
の
階
で
停
止
さ
せ

る
。
ま
た
、
入
り
口
の
ま
わ

り
に
土
の
う
を
積
ん
で
、
電

気
機
器
や
駆
動
部
分
に
水
が

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
東

芝
エ
レ
ベ
ー
タ
製
の
マ
シ
ン

ル
ー
ム
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、
万
一
昇
降
路
に
水
が
流

れ
込
ん
だ
場
合
、
駆
動
部
や

制
御
装
置
が
直
接
水
に
さ
ら

さ
れ
に
く
い
「
巻
上
機
上
部

設
置
方
式
」
を
採
用
し
て
お

り
、
浸
水
に
は
強
い
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
場
合
は
、
ピ
ッ
ト
に
水
が

溜
ま
っ
て
し
ま
う
と
復
旧
す

る
の
も
大
変
だ
し
、
被
害
も

大
き
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
。
特
に
台
風
時
な
ど
に
は

事
前
の
対
策
が
重
要
に
な
る
。

●事前に（張り紙などで）利用者に運転を

　休止させることを知らせる。

●最上階で、運転を休止する。

●堰（せき）をつくるなどして、昇降路・

　ピット内に水が流れ込まないようにする。

台風（集中豪雨）接近前
―エレベーターの場合 ―
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中
豪
雨
を
き
っ
か
け
に
、
問
い
合

わ
せ
や
W
e
b
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク

セ
ス
数
も
非
常
に
多
く
な
り
ま
し

た
」
（
建
設
局
河
川
部
計
画
課
中
小
河

川
係
長　

滝
瀬 

穣
氏
）

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
河
川
の
水
位
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
配
信
し
て
い
る
。
目
黒
川
や

神
田
川
な
ど
一
部
の
河
川
に
は
、

一
定
水
位
以
上
に
な
る
と
サ
イ
レ

ン
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
警
報
を
出
す

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

地
下
の
浸
水
の
危
険
性

　

近
年
は
、
都
市
型
水
害
の
中
で

も
特
に
地
下
施
設
の
被
害
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
地
下
街
や
地

下
鉄
だ
け
で
は
な
く
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
電
気
室
を
地
下
に
設
け
て

い
る
た
め
に
浸
水
す
る
例
な
ど
も

多
い
。

　

「
地
下
の
施
設
を
な
く
す
べ
き

だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
浸
水

が
起
こ
る
と
い
う
前
提
の
上
で
、

二
次
的
被
害
を
被
ら
な
い
対
策
が

必
要
で
す
。
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
を
確

保
し
、
ポ
ン
プ
設
備
な
ど
排
水
手

段
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
震
と
同
様
、
水
害
に
つ
い
て
も

甚
大
な
被
害
が
出
る
可
能
性
を
常

に
想
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
（
長
島
氏
）

※
雨
水
を
溜
め
て
地
下
に
浸
透
さ
せ
て
、
雨

水
が
川
に
流
出
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
施
設

の
ひ
と
つ
。

▼

▲ 図3　東京都の

水害の例

上から、渋谷の地下街、

地下鉄赤坂見附駅、神

田川（中野区高砂橋付近）。

平成5年の台風11号に

よる神田川の洪水では、

3000戸以上が浸水した。

▼

図 2　洪水ハザードマップ

図は板橋区の洪水ハザードマップ。板橋区防災課の Web サイト（http://www.city.itabashi.tokyo.jp/

bousai/toppeji .htm）で見ることができる。

▼

図 4　インターネットや携帯電話への情報提供

「東京都水防災総合情報システム」で収集した雨量と河川水位の情報をインターネットで配

信。10 分ごとに更新し、24 時間リアルタイムで提供している。

● URL　http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/suibo/index.html

東
京
都
が
提
供
す
る

降
雨
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

東
京
都
は
２
０
０
０
年
７

月
に
都
民
や
地
下
空
間
の
管

理
者
を
主
な
対
象
に
、
雨
量

や
河
川
の
水
位
な
ど
大
雨
に

関
す
る
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
提
供
す
る
「
降
雨
情
報

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ｆ-

ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
情
報
を
一
斉
送
信

す
る
と
い
う
も
の
で
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
回
線
使
用
料
（
１
枚
約

40
円
）
だ
け
が
利
用
者
の
負

担
に
な
る
。
提
供
さ
れ
る
情

報
は
、
気
象
庁
に
よ
る
大
雨
、

洪
水
、
高
潮
に
関
す
る
注
意

報
・
警
報
の
発
表
と
、「
東
京

都
水
防
災
総
合
情
報
シ
ス
テ

ム
」
で
自
動
収
集
さ
れ
た
雨

量
の
現
況
、
都
内
の
河
川
の

水
位
な
ど
で
あ
る
。

時
間
情
報
サ
ー
ビ
ス

気象情報（気象庁）
●大雨、洪水、高潮に関する注意報、警報
●大雨に関する気象情報

雨量情報（東京都）
●雨量状況図
●雨量現況表

洪水予報
（気象庁・国土交通省）

●江戸川、荒川、多摩川などの洪水予報

河川水位情報
（国土交通省、東京都）

●東京都内の河川水位

提供：毎日新聞社

提供：東京都

提供：東京都
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地
球
温
暖
化
を
踏
ま
え
た

都
市
型
水
害
対
策
の
必
要
性

　

６
月
上
旬
に
、
首
相
官
邸
で
小

泉
首
相
と
関
係
閣
僚
に
大
規
模
水

害
対
策
専
門
調
査
会
の
立
ち
上
げ

の
説
明
を
し
て
き
た
と
い
う
河
田

氏
。
昨
年
米
国
で
起
き
た
ハ
リ
ケ
ー

ン
「
カ
ト
リ
ー
ナ
」
の
災
害
を
受
け
、

東
京
で
も
特
に
荒
川
の
西
岸
の
危

険
性
を
指
摘
し
た
と
い
う
。

　

「
荒
川
の
下
流
は
１
９
３
０
年

代
に
人
工
的
に
作
ら
れ
た
水
路
で
、

淀
川
や
大
和
川
と
同
様
、
高
潮
な

ど
も
含
め
て
水
害
の
危
険
性
を
検

討
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
地

球
温
暖
化
が
進
ん
だ
異
常
な
気
象

状
況
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
」

　

１
９
９
９
年
６
月
の
福
岡
水
害

で
は
、
大
量
の
水
が
地
下
街
に
流

れ
込
み
、
大
規
模
な
停
電
を
引
き

起
こ
し
た
。
そ
の
被
害
を
踏
ま
え

て
、
国
土
交
通
省
で
は
５
年
計
画

で
河
川
災
害
の
特
別
事
業
を
進
め

て
き
た
が
、
２
０
０
３
年
に
再
度

地
下
街
に
水
が
侵
入
す
る
水
害
が

起
こ
っ
て
い
る
。
地
上
出
入
り
口

に
設
置
し
た
防
災
扉
を
乗
り
越
え

て
水
が
入
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

「
２
０
０
０
年
の
東
海
豪
雨
水
害

の
と
き
、
名
古
屋
で
は
地
下
貯
水

池
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
機
能
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
名
古
屋
地
方
気
象
台

で
の
１
０
９
年
間
の
観
測
史
上
で

記
録
に
残
る
最
大
値
は
１
日
の
雨

量
が
２
１
８
㎜
。
こ
れ
が
１
０
０
年

に
一
度
の
レ
ベ
ル
で
す
。
と
こ
ろ
が

東
海
豪
雨
は
、
な
ん
と
４
２
８
㎜
。

確
率
で
言
え
ば
３
０
０
年
に
一
度

の
大
雨
で
す
」

　

結
局
、
東
海
豪
雨
で
は
名
古
屋

市
の
市
街
地
面
積
の
38
％
が
浸
水

し
、
大
き
な
損
害
を
出
し
た
。

　

「
東
海
豪
雨
の
１
時
間
の
雨
量
で

は
90
㎜
で
し
た
。
一
方
、
各
自
治

体
で
は
１
時
間
に
50
㎜
（
大
阪
市
は

60
㎜
）
を
基
準
に
し
て
い
て
、
こ
れ

以
上
降
っ
た
ら
道
路
へ
の
浸
水
が

始
ま
り
ま
す
」

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
対
策
を

　

都
市
部
に
限
ら
ず
、
そ
こ
そ
こ

の
大
雨
に
対
し
て
は
整
備
は
進
ん

で
い
る
が
、
想
定
を
上
回
る
雨
量

が
突
然
襲
い
か
か
る
と
、
大
き
な

被
害
を
出
す
と
い
う
の
が
近
年
の

傾
向
で
あ
る
。
こ
う
し
た
大
規
模

水
害
に
対
し
て
は
、
構
造
物
の
防

災
な
ど
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
面
で
の
対

策
と
、
情
報
を
中
心
と
し
た
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
面
で
の
対
策
に
よ
る
被

害
軽
減
・
減
災
を
組
み
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
る
、
と
河
田
氏
は
言
う
。

　

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
面
で
の
対
策
と

は
、
情
報
を
早
く
正
確
に
出
す
こ

と
で
す
。
例
え
ば
雨
が
降
り
始
め

た
ら
、
避
難
・
準
備
情
報
を
出
し
て
、

こ
の
ま
ま
雨
が
降
り
続
け
た
ら
、

避
難
勧
告
が
出
ま
す
よ
、
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
あ
げ
る
。
水
害
で

亡
く
な
る
方
は
、
圧
倒
的
に
高
齢

者
が
多
い
の
で
す
。
高
齢
者
は
避

難
勧
告
が
出
て
も
す
ぐ
に
は
動
け

河
田 

惠
昭 

氏

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
長

京
都
大
学
防
災
研
究
所
長

お話を伺いました！

▲図3　首都圏で想定される大規模水害（提供：国土交通省荒川下流河川事務所）

北区岩淵地点で荒川が破堤した場合を想定した氾濫シミュレーション結果（96時間後）。

江東区や練馬区などが 2m 以上浸水する可能性がある。

水

害

に

え

る

都
市
型
水
害
に
ど
う
備
え
る
か

20
〜
30
年
前
に
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た

気
象
現
象
が
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

都
市
型
水
害
に
ど
う
備
え
れ
ば
よ
い
の
か
、

京
都
大
学
防
災
研
究
所
長
の
河
田
惠
昭
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

都
市
型
水
害
の
対
策
と
復
旧

▲図1　最近100年間の年間降雨量の推移（提供：内閣府）

年間水量は減少傾向にあるが少雨と多雨の変動幅が増大している。

▲図 2　全国における風水害による死者数（提供：内閣府）

堤防整備率その他の対策により、最近 50 年で風水害による死者
数は急速に減少している。

200019801960 199019701950

10,000

1,000

100

10

1

死
者
数

●
堤
防
整
備
率

60%

45%

30%

トレンド 年間水量

1900 1920 1940 1960 1980 2000

2,000

1,800

1,600

1,400

1,200

年
降
水
量
（
㎜
）

浸水深

■ �0.5m

■ 0.5 ～1m

■ 1m ～2m

■ 2m～5m

■ 5m以上

■トレンド　■年間水量

荒
川
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▲図4　 2000年の東海豪雨の被害状況（提供：名古屋市）

この豪雨により名古屋市域の 38％が浸水した。都市部に

はいつでもこうした大災害が起こる可能性がある。

な
い
。
早
め
に
情
報
を
提
供
し
て
、

雨
が
ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
避

難
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

ま
た
、
情
報
提
供
と
あ
わ
せ
て

情
報
が
出
た
時
の
行
動
に
つ
い
て

も
、
啓
発
が
必
要
だ
と
言
う
。

　

「
避
難
勧
告
が
出
た
際
に
は
、
速

や
か
に
避
難
所
へ
避
難
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。
最
近
の
水
害

に
よ
る
犠
牲
者
の
３
分
の
２
は
男

性
な
の
で
す
が
、
原
因
の
１
つ
に

不
注
意
が
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
が

心
配
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
転
車
で

様
子
を
見
に
行
っ
て
、
側
溝
に
転

落
し
て
亡
く
な
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
情
報
提

供
だ
け
で
な
く
、
そ
の
対
処
法
に

つ
い
て
も
合
わ
せ
て
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

そ
し
て
、
電
力
系
統
の
故
障
に

対
す
る
備
え
も
必
要
だ
。
浸
水
で

電
気
が
落
ち
る
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
や
交
通
機
関
に
連
鎖
的
な
被
害

が
広
が
る
宿
命
を
都
市
は
持
っ
て

い
る
、
と
河
田
氏
は
強
調
す
る
。

　

「
特
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
動
力

は
、
下
に
つ
い
て
い
る
場
合
が
多

く
、
こ
れ
が
水
濡
れ
で
故
障
し
て

し
ま
う
と
、
高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
で
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　

ビ
ル
の
中
で
電
気
が
切
れ
た

ら
、
ど
の
く
ら
い
の
被
害
が
出
る
の

か
、
一
度
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

て
試
し
て
み
る
と
い
い
、
と
河
田

氏
は
提
案
す
る
。

　

都
市
型
水
害
は
、
思
わ
ぬ
と
き

に
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
発
生
す
る
可

能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ビ
ル

管
理
者
は
、
地
震
だ
け
で
な
く
、

風
水
害
に
対
し
て
も
、
迅
速
な
情

報
の
入
手
と
十
分
な
備
え
を
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
は
、

東
京
臨
海
地
区
に
広

が
る
大
規
模
開
発
地
区
。
企

業
や
商
業
施
設
、
住
居
な
ど

11
の
街
区
か
ら
形
成
さ
れ
る

複
合
都
市
で
、
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
街
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

  

「
地
名
が
表
す
よ
う
に
歴
史

的
に
水
位
の
高
い
こ
の
地
区

は
、
少
し
前
ま
で
東
京
で
大

雨
が
降
る
と
道
路
へ
浸
水
し
、

テ
レ
ビ
な
ど
で
必
ず
中
継
さ

れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」

　

現
在
は
下
水
道
整
備
も
進

み
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る

雨
水
の
氾
濫
は
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

  

「
地
下
歩
道
内
に
は
中
央
監

視
室
を
設
け
、
東
京
都
建
設

局
の
機
関
で
あ
る
建
設
事
務

所
と
連
携
し
、
雨
量
デ
ー
タ

な
ど
の
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。
台
風
や
豪
雨
の
際

は
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て

土
の
う
を
積
ん
だ
り
防
潮
板

を
設
置
す
る
な
ど
の
水
害
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

集
中
豪
雨
の
一
因
と
さ
れ

る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

も
行
っ
て
い
る
。「
中
央
の

車
道
は
保
水
性
舗
装
と
い
う

加
工
を
し
て
お
り
、
早
朝
に

自
動
冠
水
装
置
で
水
を
ま
き
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
そ
の
水
分

を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
で
真
夏

の
温
度
上
昇
に
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
緑

地
を
豊
富
に
つ
く
り
、
歩
道

に
は
自
然
石
を
敷
き
詰
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
に
比
べ
て
雨
水
を
よ

く
吸
収
し
て
く
れ
ま
す
」

　

水
害
対
策
と
し
て
計
画
し

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
”緑

多

い
公
園
都
市

“
と
い
う
シ
オ

サ
イ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、

期
せ
ず
し
て
水
害
対
策
、
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
も

大
い
に
寄
与
し
て
い
る
と
、

本
山
氏
は
語
る
。

浜
離
宮
、
芝
離
宮
、
区
立
イ
タ
リ
ア
公
園
な
ど
が
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る

”公
園
都
市

“
が
テ
ー
マ
の
シ
オ
サ
イ
ト
。

汐
留
地
区
街
づ
く
り
協
議
会
で
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
手
掛
け
る
本
山
雄
一
郎
氏
に
、
シ
オ
サ
イ
ト
の
水
害

対
策
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

▲

図1　吸水性に優れる自然石が敷かれた道路

シオサイトの街区には並木や高低のある街路樹、ポケットパーク、

自然石の敷かれた歩道が配置され、緑豊かな公共空間が演出され

ている。

▲

図2　汐留シオサイト

職・遊・住が11の街区に集合した汐留シオサイト。浜離宮に隣

接し、それぞれのエリアは地上2階、地下1階の3層にわたり遊

歩道、広場、公園、車道で結ばれている。

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
の
水
害
対
策

本
山 

雄
一
郎 

氏

汐
留
地
区
街
づ
く
り
協
議
会

有
限
責
任
中
間
法
人 

汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
・

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト



富
田
た
か
し
●

心
理
学
者

1
9
4
9
年
東
京
都
生
ま
れ
。
駒
沢
女
子
大
学
人
文
学
部
教
授
『
妻
は
な
ぜ
離
婚
を

し
た
が
る
の
か
』
（
日
本
文
芸
社
）
、『
決
定
版
！
悪
魔
の
心
理
ゲ
ー
ム
』
（
河
出
書
房
新
社
）
、

『
詐
欺
の
心
理
学
』
（
K
K
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）
な
ど
、
著
作
多
数
。

待
ち
時
間
に

「
意
味
」
を
与
え
る

　

一
般
に
、
人
は
待
っ
て

い
る
間
に
見
通
し
が
立
た
な

い
と
イ
ラ
イ
ラ
す
る
も
の
で

す
。
高
速
道
路
で
も
、
渋
滞

が
何
㎞
、
あ
と
何
分
、
と
い

う
表
示
を
出
し
ま
す
よ
ね
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
も
混
雑
状

況
を
表
示
す
る
こ
と
は
、
待

ち
時
間
を
心
理
的
に
不
快
で

な
く
す
る
工
夫
の
一
つ
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
は
電
車
で
も
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
停

車
駅
の
情
報
を
流
し
て
い
ま

す
よ
ね
。
こ
う
い
う
何
気
な

い
情
報
を
受
け
取
る
だ
け
で

も
、
人
は
退
屈
を
ま
ぎ
ら
わ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

要
す
る
に
、
待
っ
て
い
る

時
間
に
意
味
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
見
通
し
が
立
た

な
い
と
人
は
辛
い
と
感
じ
る

の
で
す
。
そ
こ
を
ど
う
情
報

提
供
し
、
心
地
よ
い
刺
激
を

提
供
し
て
い
く
か
に
、
工
夫

の
し
ど
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

い
く
ら
環
境
が
整
っ
て
情

報
が
豊
富
に
あ
っ
て
も
、
人

は
目
標
や
価
値
み
た
い
な
も

の
が
な
い
と
、
そ
れ
を
活
か

せ
ま
せ
ん
。「
意
味
を
見
つ

け
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
心

理
学
に
と
っ
て
も
非
常
に
大

き
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

「
待
て
な
い
」

シ
ス
テ
ム
依
存

　

遅
い
と
感
じ
る
待
ち
時
間

は
、
お
そ
ら
く
時
代
に
よ
っ

て
も
違
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
の
１
分
間
あ
た
り

の
原
稿
量
が
10
年
、
20
年
前

に
比
べ
て
増
え
て
き
て
い
る

と
言
わ
れ
、
か
つ
て
の
の
ん

び
り
し
た
生
活
リ
ズ
ム
が
ど

ん
ど
ん
速
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
し
て
主
観
的
な
時

間
の
流
れ
が
速
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、「
遅
い
」
と
感
じ

る
待
ち
時
間
は
短
く
な
っ
て

く
る
。

　

ま
た
現
代
は
「
イ
ン
ス
タ

ン
ト
文
化
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
、
欲
望
を
満
た
す
ま

で
の
時
間
を
短
縮
す
る
文
化

で
す
。
シ
ス
テ
ム
の
即
応

性
が
増
し
て
便
利
に
な
る

半
面
、
人
は
待
つ
こ
と
自

体
が
苦
手
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
銀
行
の
複
雑

な
手
続
き
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
機
械
が

与
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
う

だ
け
で
で
き
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
効
率
化
そ
の
も

の
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す

が
、
気
を
つ
け
な
い
と
依
存

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。「
待

て
な
い
」「
自
分
で
計
画
立

案
が
で
き
な
い
」。
小
銭
と

便
利
な
シ
ス
テ
ム
さ
え
あ

れ
ば
人
間
関
係
は
い
ら
な

い
、
と
い
う
の
は
危
険
な

思
い
込
み
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
便
利
な
シ
ス
テ

ム
に
依
存
す
る
の
で
は
な

く
、
自
己
実
現
し
た
り
、

人
と
人
が
新
し
い
関
係
を

結
ぶ
た
め
に
活
用
し
て
い

く
よ
う
に
心
が
け
る
の
が
大

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

待
ち
時
間
と
現
代
の
心
理

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

待
ち
時
間
に
つ
い
て
の
感
じ
方

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
国
の

休
日
を
除
く
毎
日
１
回
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
す
る
人
を
対
象
に
行
っ

た
も
の
。
10
代
か
ら
50
代
の
男
女
に

つ
い
て
、
各
年
代
で
1
0
3
人
ず
つ
、

合
計
１
０
３
０
人
の
方
に
回
答
い
た

だ
い
た
。

　

ま
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ど
ん
な

と
き
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

Q
1
で
「
何
階
以
上
の
移
動
を
す

る
時
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
よ
く
利
用
す

る
か
」
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

全
世
代
共
通
し
て
「
４
階
の
移
動
か

ら
」
と
の
回
答
が
集
中
し
て
い
た
。

４
階
ま
で
で
あ
れ
ば
階
段
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
と
い
う
使
い
分
け
が
、
思

っ
た
よ
り
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

続
い
て
、
Q
2
で
「
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
乗
車
す
る
時
の
待
ち
時
間
で

”
長
い

“
と
感
じ
る
時
間
」
に
つ
い
て

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
８
割
以
上
の
人

が
「
長
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
」
と

の
回
答
が
あ
り
、
長
い
と
感
じ
る
待

ち
時
間
は
、
約
４
割
の
方
が
「
１
分

以
下
」
と
答
え
た
。
30
秒
以
下
で
も

遅
い
、
と
し
た
方
も
男
性
の
２
割
、

女
性
の
１
割
に
の
ぼ
り
、
男
性
の
方

が
若
干
い
ら
い
ら
し
や
す
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
20
代
、
30
代
、
40
代
と

年
代
が
上
が
る
ほ
ど
、
遅
い
と
感
じ

る
時
間
が
早
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

　

待
ち
時
間
の
感
じ
方
に
は
男
女
←

エレベーターを待つ間、なにをしていますか？

テーマ1

アンケートに見る「エレベーターと暮らし」
あなたは、普段エレベーターを待つとき、使用するとき、何を感じていますか？

また、どんなエレベーターならば乗ってみたいですか？

 エレベーターの使われ方と未来像について、10代から50代の男女にアンケートしました。

連載●エレベーターの未来形

待 ち 時 間 の す ご し か た は　？
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何階に何があるか案内板
で見ている （20代女性）

軽い運動 （50代女性）

外の風景を見ている
 （40代女性）

携帯をいじる （10代女性）

フロア案内やボタンを
見ている（20代女性）

人と目線を合わせないよう、
上を見ている （50代男性）

どのエレベーターが来るか
予想する （20代男性）

あなたはエレベーターを待っている間、なにをしていますかQ3

何もしていない 
（20代男性）

じっと待っている （10代女性）

エレベーターのトビラを
見つめている （40代男性）

ドアのガラス部分から見える
内部をみている （20代男性）

腕時計の時間を確認する
 （10代女性）

通過している階の表示を
見ている （30代女性）

音楽を聞く （10代女性）

Q1

100%

80%

60%

40%

20%

0%

10.6%

徒歩で80ｍ移動できる

あなたは何階以上の移動をする時にエレベーター
をよく利用しますか。その階数をお答えください

Q1

差
が
現
れ
た
。
女
性
の
場
合
は
、
狭

い
場
所
に
乗
り
合
わ
せ
る
こ
と
を
気

に
し
た
り
、
に
お
い
を
気
に
す
る
傾

向
が
男
性
に
比
べ
て
、
特
に
強
く
出

た
と
い
え
る
。

待
ち
時
間
の
演
出

　

Q
3
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
待

つ
間
の
行
動
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

　

若
年
層
に
つ
い
て
は
、
音
楽
を
聴

い
た
り
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を
チ

ェ
ッ
ク
し
た
り
と
い
っ
た
反
応
が
多

い
。
ま
た
、
扉
が
鏡
面
仕
上
げ
だ
っ

た
り
鏡
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
は
、

髪
型
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
す
る
と
い

う
回
答
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

若
年
層
で
は
自
分
の
世
界
に
入
っ
て

い
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
逆
に
、

高
年
齢
層
で
は
鏡
が
あ
っ
て
も
あ
ま

り
関
心
が
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
全
体
と
し
て
は
、「
何
も

し
て
い
な
い
」「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

表
示
を
見
て
い
る
」
と
の
回
答
が
圧

倒
的
に
多
か
っ
た
。
誰
に
と
っ
て
も

手
持
ち
無
沙
汰
な
時
間
な
の
は
変
わ

り
な
い
よ
う
だ
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
待
ち
時
間
を
短

く
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
要
望
は
全

体
に
共
通
し
て
い
る
が
、
逆
を
言
う

と
、
待
ち
時
間
で
あ
る
”何

も
な
い

時
間

“
を
飽
き
さ
せ
な
い
演
出
が
あ

れ
ば
、
こ
れ
ら
は
軽
減
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
待
ち
時
間
の
演
出
は
、

建
築
物
と
し
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
の
テ
ー
マ
に
な
る
と
い
え
る
。

7 階から

（単位：%）

累
積

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

30秒 1分 1分30秒 2分 3分

94.6

5割以上の人が
長いと感じる

7割以上の人が
長いと感じる

9割以上の人が
長いと感じる

カップラーメン

テレビCM

時間の長さの例

0秒

12.0%6 階から

20.8%5 階から

44.9%4 階から

10.7%3 階から

1.1%2 階から

11 　2006　Vol.7

16.7

53.3

63.0

79.1

連載●エレベーターの未来形

アンケートに見る「エレベーターと暮らし」

あなたがエレベーターに乗車する時の待ち時間で
「待ち時間が長い」と感じる時間をお答えください

Q2



12

乗
っ
て
い
る
間
に

な
に
を
感
じ
て
い
る
か

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
て

気
に
な
る
の
は
ど
こ
だ
ろ
う
。
男
女

差
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
の
は
、
防

犯
へ
の
関
心
だ
。

　

Q
5
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利

用
し
た
時
に
感
じ
た
こ
と
を
選
択

式
で
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
監
視
カ

メ
ラ
が
あ
る
と
安
心
す
る
」 

と
答

え
た
人
は
、
女
性
が
32
％
、
男
性
が

16.
7
％
と
、
男
女
の
間
に
か
な
り

認
識
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。
に
お
い

や
汚
れ
に
つ
い
て
も
、
特
に
女
性
が

敏
感
に
反
応
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、

女
性
が
安
全
に
対
し
て
敏
感
で
あ

る
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
。

　

一
方
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
そ

の
も
の
に
対
し
て
は
、
お
お
む
ね
合

格
点
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。
乗
る
と

き
に
段
差
が
気
に
な
る
、
音
が
う
る

さ
い
と
感
じ
た
、
と
い
っ
た
回
答
は

い
ず
れ
も
10
％
以
下
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
「
混
雑
し
て
い
て
ボ
タ
ン

が
押
せ
な
い
と
き
が
あ
る
」
と
答
え

た
方
は
多
く
、
男
女
と
も
４
割
程
度

に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、
ボ
タ
ン
操
作

に
つ
い
て
は
、
特
に
開
閉
ボ
タ
ン
の

間
違
い
が
多
く
、
男
女
と
も
約
半
数

の
人
が
間
違
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。

乗
っ
て
い
る
間
に
な
に
を
し
て
い
る
か

　

Q
6
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗

っ
て
か
ら
は
何
を
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
た
ず
ね
た
。
基
本
的
に
は
待
っ

て
い
る
と
き
と
同
様
、
何
も
し
な
い

か
、
階
数
表
示
を
見
る
と
い
う
回
答

が
多
か
っ
た
。

　

待
っ
て
い
る
間
よ
り
も
音
楽
を

聞
い
た
り
携
帯
電
話
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
や
は
り
狭
い
空
間
の
た
め
、
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
な
行
動

を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ

し
、「
退
屈
を
感
じ
る
」
と
い
う
意

見
は
４
分
の
１
程
度
。
基
本
的
に
乗

っ
た
後
は
そ
れ
ほ
ど
退
屈
は
感
じ
て

い
な
い
よ
う
だ
。

　

逆
に
言
え
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の

も
の
の
性
能
に
は
満
足
し
て
い
る
た

め
、
別
の
付
加
価
値
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

今
後
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
付
加
価

値
と
し
て
、
自
動
車
で
あ
れ
ば
デ
ザ

イ
ン
性
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
機
能
と
い

っ
た
、
退
屈
を
ま
ぎ
ら
わ
す
方
法
論

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
最
近
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
で
も
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
情

報
な
ど
を
表
示
す
る
も
の
も
多
い
。

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ら
ば
、
環
境

映
像
や
一
行
広
告
、
必
要
な
情
報
な

ど
も
貼
り
紙
に
比
べ
て
ス
マ
ー
ト
に

伝
達
で
き
る
だ
ろ
う
。

安
心
感
を
も
た
ら
す
も
の

　

心
理
学
的
な
観
点
か
ら

見
る
と
、
部
屋
の
色
彩
は
人

の
心
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
よ
く

あ
る
オ
フ
ィ
ス
の
よ
う
な
、

グ
レ
ー
や
白
だ
け
で
構
成
さ

れ
た
直
線
的
で
単
調
な
空
間

に
い
る
と
、
人
は
心
理
的
に

不
安
定
に
な
る
も
の
で
す
。

そ
の
点
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

内
装
に
も
、
人
の
気
分
を
落

ち
着
か
せ
る
黄
緑
色
を
用

い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
程

度
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
乗
る
側
の
私
た

ち
に
簡
単
に
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
乗
り

合
わ
せ
た
人
に
軽
く
会
釈
を

し
た
り
挨
拶
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

大
勢
の
人
が
出
入
り
す

る
よ
う
な
場
所
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
だ
と
、
乗
っ
て
も
終

始
無
言
だ
っ
た
り
、「
開
く
」

ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
に
素
通
り
し
た
り
し

て
、
会
釈
や
挨
拶
を
し
な
い

人
も
い
ま
す
よ
ね
。
し
か
し

挨
拶
は
、
人
間
の
心
理
に
非

常
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る

フ
ァ
ク
タ
ー
な
の
で
す
。

笑
顔
で
簡
単
な
挨
拶
を

　

人
間
は
、
内
容
的
な
側

面
と
関
係
的
な
側
面
を
常

に
無
意
識
に
感
じ
な
が
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
5
歳

の
子
ど
も
が
「
パ
パ
の
絵
を

描
い
た
よ
」
と
言
っ
た
ら
、

「
パ
パ
の
絵
を
描
い
た
」
と

内
容
を
報
告
し
て
い
る
一
方

で
、
パ
パ
に
対
し
て
「
僕
を

ほ
め
て
」
と
期
待
し
、
促
し

て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が

関
係
的
な
側
面
で
す
。

　

笑
顔
で
会
釈
し
た
り
、「
こ

ん
に
ち
は
」「
今
日
は
い
い

お
天
気
で
す
ね
」
と
挨
拶
す

る
こ
と
が
重
要
な
の
は
、「
仲

良
く
乗
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

ね
」「
も
し
こ
こ
で
何
か
あ
っ

た
ら
助
け
合
い
ま
し
ょ
う

ね
」
と
い
う
こ
と
を
、
言
外

に
含
ま
せ
て
伝
え
る
こ
と
に

な
る
か
ら
で
す
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
よ
う
な

限
ら
れ
た
空
間
・
状
況
で

は
、
そ
う
で
な
い
状
況
と

比
べ
て
、
よ
り
強
い
心
理

的
な
圧
迫
感
や
緊
張
感
を

感
じ
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

挨
拶
を
し
て
敵
意
や
悪
意

が
な
い
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
な
の
で

す
。

　

現
代
の
日
本
で
は
、
声

を
か
け
る
の
が
失
礼
な
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る

か
ら
か
、
異
様
な
ま
で
に

他
人
と
関
係
を
持
と
う
と

し
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
で
は
相
手
が

何
を
考
え
て
い
る
か
わ
か

ら
ず
、
か
え
っ
て
不
安
を

増
す
だ
け
で
す
。
見
知
ら

ぬ
人
に
声
を
か
け
る
の
が

難
し
け
れ
ば
、
簡
単
な
会

釈
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
到

着
ま
で
の
時
間
が
ぐ
っ
と

快
適
な
も
の
に
変
わ
る
と

思
い
ま
す
。

エレベーターに乗っている間、なにをしてますか？

テーマ2

武
藤  

清
栄
●
東
京
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
所
長

１
９
５
１
年
秋
田
県
生
ま
れ
。
国
立
公
衆
衛
生
院
衛
生
教
育
学
科
卒
業
。
東
京
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
所
長
。
臨
床
心
理
士
。
日
本
精
神
保
健
社
会
学
会
副
会
長
。

著
書
に
、『
本
音
力
』（
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
）
、
ほ
か
多
数
。

待
ち
時
間
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に



連載●エレベーターの未来形

アンケートに見る「エレベーターと暮らし」

携帯をいじる（10代男性）

外を見ている（40代女性）

誰も同乗者がいなかったら
歌う（10代女性）

階数表示を見る（20代女性）

音楽を聴く（10代女性）
フロア案内やボタンを

見ている（20代女性）

鏡を見ているか、
階数表示を見ている

（30代女性）

荷物整理（40代女性）

特に何もしていない（50代女性）

人間観察、エレベーター探察、
妄想、反すう、etc…（10代女性）

外を見ている（40代女性）
考え事（30代男性）

階数が移動する数字を見てる。
または携帯を見てる。

広告がある場合はそれを見る（40代男性）

ぼーっとしている （50代男性）鏡を見て身だしなみを
チェック。階数表示を見る

（20代男性）

一人のときは特に何もしていない。
連れがいる場合は会話をしています

（50代男性）

■男性　■女性　■合計

0

84.9
77.3

81.1
55.7
56.9
56.3

42.9
61.2

52.0
41.6

53.8
47.7

39.0
48.2

43.6
29.5

39.0
34.3
35.5

31.1
33.3

20.4
44.7

32.5
24.5

38.1
31.3

22.5
24.7
23.6

20.2
20.2
20.2

10.1
11.3
10.37

10080604020

待ち時間が長い

どのくらい待てばエレベー
ターが来るのか分からない

他人と乗り合わせる
のが不快

においが気になる

混雑がわずらわしい

エスカレーターがあれば
そちらを利用する

どのエレベーターが
来るのかわかりづらい

不審者など
安全性に不安

機能的に不安

建物内のどこにあるのか
分かりづらい

昇りか降りかが
判断できない

音がうるさい

0

48.5
64.9

56.7
37.3

52.2
44.8

35.3
45.8

40.6
37.3

43.5
40.4
42.1

30.7
36.4

27.8
37.5

32.6

22.3
33.4

27.9
24.7
25.6
25.1

26.8
22.7
24.8

16.7
32.8

24.8
23.1
25.2
24.2

19.6
26.8

23.2
12.2

22.3
17.3

6.2
14.4

10.3

10080604020

汚いエレベーターは
安全性が心配

においが気になる

開閉ボタンの操作を
間違った

混雑していて
ボタンが押せない

昇降スピードが
遅いと感じる

閉鎖感を感じる

トビラに挟まれそう

乗っている間が退屈

トビラの開閉スピードが
遅い

監視カメラがあると
安心感がある

室内の空間デザインが
殺風景

耳鳴りがする

乗り場とエレベーターの
すき間が気になる

扉の開閉スピードが
速いと感じる

エレベーターを利用した時に感じたことをお答えくださいQ5エレベーターに乗る時に感じたことをお答えくださいQ4

Q6 あなたはエレベーターに乗っている間、なにをしていますかQ6
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（単位：％）

■男性　■女性　■合計

（単位：％）

連載●エレベーターの未来形

アンケートに見る「エレベーターと暮らし」



0

76.5
66.6

71.6
56.9

71.8
64.4

56.1
47.4

51.7
41.2

57.3
49.2

37.5
49.7

43.6
37.1

48.5
42.8

36.1
43.1

39.6

33.2
30.3
31.7

24.5
35.3

29.9

26.6
32.4

29.5

24.5
32.6

28.5

28.5
26.6
27.6

19.0
34.0

26.5

24.9
23.5
24.2

17.9
27.0

22.4
15.0

23.5
19.2
20.8

7.4
14.1

10.7
3.5

7.1

10080604020

待ち時間が少ない

防犯対策が整っている

目的階数に早く着く

空気清浄機が
装備されている

緊急避難装備が
設置されている

振動が少ない

混雑を感じさせない

液晶ディスプレイなどの
情報機器を装備

窮屈さを感じさせない

地震や災害時に
一時避難場所として使える

かご室がデザイン
されている

垂直だけでなく、
水平方向にも移動する

警備がしっかりしている

アロマテラピー的な
香りがする

森や草原など自然のなかに
いるような気になれる

世界最高速のエレベーター

世界一大きいエレベーター

乗っている間に
退屈がしのげる設備や工夫

14

テーマ3

調 査 概 要

2006年7月上旬、インターネットを通じてアンケート調査を実施。

有効回答数は男性515人、女性515人で計1030人（高校生以上10

代206人、20代206人、30代206人、40代206人、50代206人）。

各年代とも男女103人ずつ。

調査協力：株式会社マクロミル

安
全
・
快
適
・
速
い
、
そ
れ
が

未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

Q
7
で
は
、
未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

期
待
す
る
も
の
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
圧
倒
的
に
要
望

が
多
か
っ
た
の
が
「
待
ち
時
間
が
少
な
い

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
。
全
体
で
７
割
、
男
性

で
８
割
近
く
が
期
待
し
て
い
る
。

　

特
に
男
性
の
場
合
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
へ

の
期
待
度
が
と
て
も
高
く
、
振
動
を
感
じ

さ
せ
な
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
求
め
る
声
は

4
割
以
下
。
そ
れ
よ
り
も
速
さ
を
求
め
る

傾
向
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

続
い
て
全
体
で
多
か
っ
た
の
が
、
防
犯

対
策
が
整
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
、
空
気

清
浄
機
を
完
備
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
女
性
か
ら
の
関
心
が

と
く
に
高
か
っ
た
。

　

空
気
清
浄
機
は
、
男
性
の
４
割
程
度
に

対
し
て
、
女
性
で
６
割
以
上
の
反
応
が
出

て
い
る
。
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
的
な
香
り
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
３
割
程
度

の
反
応
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
飲
食

店
の
入
っ
た
ビ
ル
な
ど
場
所
に
よ
っ
て
は

反
応
が
高
く
出
る
項
目
で
あ
り
、
場
所
に

よ
っ
て
付
加
価
値
装
備
を
使
い
分
け
る
必

要
が
あ
る
と
も
い
え
る
。

人
に
や
さ
し
い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
は
？

　

こ
の
よ
う
に
全
体
的
に
は
、
安
全
快
適

で
早
く
着
く
、
と
い
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

基
本
的
な
機
能
の
向
上
を
望
む
意
見
が
上

位
を
占
め
た
。
一
方
、
そ
の
他
で
比
較
的

多
か
っ
た
の
は
、
液
晶
パ
ネ
ル
の
よ
う
な

情
報
発
信
機
器
が
装
備
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
へ
の
期
待
だ
。

　

商
品
開
発
と
い
う
意
味
で
は
、「
最
速
」

と
か
「
10
円
玉
が
立
て
ら
れ
る
」
と
い
っ

た
性
能
の
追
求
と
と
も
に
、
情
報
伝
達
機

能
な
ど
、
乗
っ
て
い
る
人
と
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

求
め
る
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

将
来
、
宇
宙
空
間
と
地
球
を
結
ぶ
軌
道

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
意
見

を
実
現
し
た
と
し
て
も
、
使
う
の
は
人
間

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
人
間
心
理

へ
の
ケ
ア
が
未
来
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
課

題
か
も
し
れ
な
い
。

あなたが考える未来のエレベーターについて
お答えください

Q7

あなたが考える「未来のエレベーター」を

教えてください

■男性　■女性　■合計

（単位：％）



大原まり子
1959年大阪府生まれ。

聖 心 女 子 大 学 文 学 部

心理学科卒。1980 年

『一人で歩いていった猫』

で第 6 回ハヤカワ SF

コンテストに佳作入選

し、デビュー。1994

年『戦争を演じた神々

た ち 』（ ア ス ペ ク ト ）

で第15回日本SF大賞

を受賞。『吸血鬼エフ

ェメラ』『タイム・リ

ー パ ー』（ 早 川 文 庫 ）

など、著作多数。
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SF小説に登場する軌道エレベーター

　空想上の未来のエレベーターは、SF小説にもよく

登場します。その中で最も有名なのは、軌道エレベー

ターでしょうか。

　地球の赤道上から静止軌道までを結び、宇宙と地球

上とで物資や人を輸送する軌道エレベーターの概念が

日本に紹介されたのは、1961年のことです。その前

年、ロシアの大学院生だったアルツターノフが思いつ

いたアイデアが新聞に発表され、その内容が日本の

『SFマガジン』（早川書房）で紹介されたのです。

　彼のアイデアは各方面に影響を与え、このアイデア

に基づいて書かれた有名な作品のひとつが、軌道エレ

ベーターの開発過程を描いたアーサー・C・クラーク

の『楽園の泉』という長編SFです。当時は、エレベ

ーターで宇宙空間を行き来できるという発想に、夢が

あったのだと思います。

　クラークは後年、あるインタビューで「作品に描か

れたような軌道エレベーターはいつ頃実現すると思い

ますか？」と訊ねられ、「みんなが“ 軌道エレベーター”

という言葉を聞いて、笑うのをやめたら、その50年

後には実現するでしょう」と答えています。

　 軌 道 エ レ ベ ー タ ー は、 約

5000km の長さが必要で、そ

のために現実離れした耐久性が

求められていたのですが、現在

ではカーボンナノファイバーと

いう、軽量かつ強靱な材料が開

発されていることもあり、研究

者の間でも理論上は実現可能で

あるという論調が強まっていま

す。NASA でも本格的な研究

がなされていますし、米国宇宙

協会（National Space Society）

が、地球と宇宙ステーション

を 結 ぶ エレベーター「Space 

Elevator」（2018 年運行予定）

建設計画への正式な参加を表明

するなど、SFの世界に描かれて

いたエレベーターが現実のもの

へと少しずつ動き出しています。

エコロジカルな
エレベーター

　軌道エレベーターの原理は、

ケーブルがかごを昇降させるわ

けではなく、地球の自転の力を

使って、かごがケーブルを伝っ

て上下するというものです。ロ

ケットのように有害な物質を排

出することも、莫大なエネルギ

ーも必要としないので、運用費用が大幅に抑えられ、

輸送可能な物資量も多いところがエコロジーだと思い

ますね。さらに、ロケットに比べてはるかに移動がゆる

やかなので、人体にかかる重力や振動が少ないという

メリットもあります。

　このあたりは、すでに実用化に向けて開発が進ん

でいる「磁気浮上制御」を活用したエレベーター

「MagSus」の発想にもつながる部分があるのではな

いでしょうか。

　また、軌道エレベーターには、上昇時に使用したエ

ネルギーを位置エネルギーとして保存するので、下降

時に電磁ブレーキを使用してそのエネルギーを回収で

きるというメリットもあります。

　私は以前、東芝エレベータさんに取材をお願いし

たことがあるのですが、その当時すでにエレベーター

の運用で発生するエネルギーを再利用するという研究

を進められていましたね。

　私は、SF小説の中に出てくる未来でも、巨大都市

のような機械的なものより、森林が密集していて、そ

の中で未来的な生活をしている、というイメージのほ

うが好きなので、こうしたエコロジカルな研究・開発

には興味があります。

　SF小説の中には、このような軌道エレベーターも

含め、未来型のさまざまなヴィークルのアイデアがた

くさん詰まっていると思います。研究者の方が、実際

に SF小説を読まれているかどうかは分かりませんが、

優れた作品の中から、実現できそうなもの、現在ある

技術に組み込むことができそうなものを探していく

と、意外な鉱脈が発見できるかもしれません。（談）

Space Elevator

F u t u r e  r i d e

未来の乗り物

宇宙とつながるエレベーター
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ビ
ル
の
価
値
を
高
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

三
井
不
動
産
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
設
立
は

1
9
8
2
年
８
月
。
ビ
ル
管
理
の
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
全
国
で
約
6
0
0
棟
の
建
物
の
主
に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な

ど
の
運
営
管
理
を
代
行
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
事
業
本
部
は
、
取
り
扱
う
ビ
ル
の
業
務
お
よ
び
規
模
に

応
じ
て
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
部
」、「
ビ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
本
部
」、「
ビ
ル
ア
ー
ム
事
業
本
部
」
と
大

き
く
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
本

部
で
は
、
主
に
大
規
模
な
ビ
ル
で
社
員
が
そ
の
ビ
ル
に
常
駐

し
て
運
営
管
理
を
行
う
。
ビ
ル
ア
ー
ム
事
業
本
部
は
そ
れ
以

外
の
中
小
型
ビ
ル
を
扱
う
部
署
で
、
現
地
に
ス
タ
ッ
フ
を
置

か
な
い
無
人
管
理
の
ビ
ル
が
主
と
な
る
。

　

「
ビ
ル
ア
ー
ム
事
業
本
部
所
管
の
建
物
は
首
都
圏
を
中
心

に
約
３
６
０
棟
、
そ
の
う
ち
半
分
に
当
た
る
１
５
４
棟
は
三

井
不
動
産
が
サ
ブ
リ
ー
ス
（
不
動
産
管
理
会
社
が
１
棟
を
一
括
で

借
り
上
げ
て
転
貸
す
る
こ
と
）
し
て
い
る
ビ
ル
の
運
営
管
理
で

す
。
あ
と
の
半
分
は
、
一
般
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
か
ら
お
預
か
り

し
た
物
件
に
な
り
ま
す
」
（
ビ
ル
ア
ー
ム
運
営
事
業
部
フ
イ
ー
ル

ド
サ
ー
ビ
ス
課　

坂
本 

正
氏
）

　

「
テ
ナ
ン
ト
交
渉
や
家
賃
の
入
金
管
理
な
ど
運
営
面
お
よ

び
警
備
や
設
備
な
ど
の
建
物
の
管
理
面
は
、
オ
ー
ナ
ー
様
に

代
わ
っ
て
当
社
が
行
い
、
ま
た
一
部
業
務
は
再
委
託
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
当
社
は
そ
う
し
た
各
委
託
先
を
統
括
す
る
役

割
も
持
っ
て
い
ま
す
」
（
ビ
ル
ア
ー
ム
運
営
事
業
部
運
営
課　

平

山 

高
司
氏
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

「
わ
れ
わ
れ
の
ビ
ル
ア
ー
ム
事
業
本
部
で
扱
っ
て
い
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
基
数
は
、
全
体
で
約
６
６
０
基
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
が
20
基
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
会

社
に
委
託
を
し
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
年
１
回
の
定
期
検
査

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
万
が
一
閉
じ
込
め
事
故
や
停
電

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
警
報
が
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
発
報

し
ま
す
の
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
現
地
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
急
行

オフィスビル

メンテナンステクノロジー ＆ リスクコミュニケーション

vol.7

Communication

ServiceAmenity

maintenanceTechnology

三井不動産ビルマネジメント
株式会社

オフィスビルのエレベーターを中心としたメンテナ

ンスとリスク対策はどのようなものか。今回は、全

国で約600棟のビルを管理しているビル運営管理

会社・三井不動産ビルマネジメント株式会社にお話

を伺ってきた。中小ビルから大型商業施設まで、幅

広い物件を管理・運営している三井不動産ビルマネ

ジメントでは、豊富な事例に基づいたノウハウが蓄

積されていた。またそこでは、地震はもちろん、昨

今特に注目されている都市型水害についても、計画

的な対策が取られていることがわかった。

管理者の立場から…

Maker

Manager

Safety

USER

坂
本 

正
氏

ビ
ル
ア
ー
ム
運
営
事
業
部

フ
イ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
課
長

三井不動産ビルマネジメント
株式会社

平
山 

高
司
氏

ビ
ル
ア
ー
ム
運
営
事
業
部

運
営
課
長
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す
る
仕
組
み
で
す
」
（
平
山
氏
）

　

受
託
ビ
ル
の
中
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
商
業

的
な
施
設
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
。
店
舗
と
オ
フ
ィ
ス
が
一
体
化
し
た
複
合
施
設
も
あ
る
と

い
う
。

　

「
店
舗
物
件
は
全
体
的
に
神
経
を
使
い
ま
す
ね
。
例
え
ば

飲
食
店
の
よ
う
な
施
設
で
は
、
特
に
断
水
と
停
電
が
禁
物
で

す
」
（
坂
本
氏
）

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
利
用
者
の
多
い
時

間
帯
を
避
け
て
行
う
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
複
数
あ
れ
ば
、
１

台
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
に
も
う
１
台
を
動
か
す
こ
と
も
で
き

る
が
、
中
小
ビ
ル
で
は
な
か
な
か
そ
う
も
い
か
な
い
。

　

「
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
あ
れ
ば
朝
の
出
勤
時
と
昼
休
み
、
夕

方
の
退
勤
時
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
時
間
帯
か
ら
外
す
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
時
間
で
言
え
ば
10
時
か
ら
11
時
が
中
心
で
、

あ
と
は
、
13
時
半
か
ら
16
時
半
く
ら
い
ま
で
が
い
ち
ば
ん
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
し
や
す
い
時
間
帯
で
す
」
（
平
山
氏
）

　

人
の
流
れ
を
止
め
な
い
こ
と
、
ま
た
故
障
で
閉
じ
込
め
な

ど
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
と
平
山
氏
は
言
う
。

シ
ス
テ
ム
面
の
進
歩

　

非
常
時
に
は
ど
ん
な
連
携
体
制
が
と
ら
れ
る
の
か
。

　

「
あ
る
ビ
ル
で
故
障
や
閉
じ
込
め
が
あ
っ
た
場
合
、
基
本

的
に
は
、
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
エ
レ
ベ
ー
タ
保
守

会
社
に
同
時
に
警
報
が
発
報
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
閉
じ
込
め
の
場
合
に
は
早
急
に
現
地
到
着
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
速
応
性
に
は
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
」

（
坂
本
氏
）

　

ま
た
ビ
ル
ア
ー
ム
事
業
本
部
で
担
当
す
る
中
小
型
ビ
ル
の

場
合
は
、
遠
隔
点
検
で
の
対
応
も
多
い
。
着
床
状
態
な
ど
数

値
で
わ
か
る
も
の
は
遠
隔
点
検
し
、
規
定
値
外
の
数
値
が
出

た
場
合
に
は
す
ぐ
に
技
術
者
を
派
遣
す
る
体
制
だ
。
従
来
型

で
あ
れ
ば
月
に
１
〜
２
回
の
目
視
点
検
が
必
要
だ
っ
た
も
の

が
、
現
在
で
は
３
カ
月
に
１
回
、
オ
イ
ル
や
清
掃
な
ど
、
人

の
手
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
け
を
定
期
点
検
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
す
む
と
い
う
。

　

一
方
、
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
の
設
備
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
住
居
に
比
べ
る
と
少
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
場
合
は
、
ビ
ル
に
入
る
場
所
で
あ
る
程
度
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ

て
い
る
た
め
だ
。

　

「
最
近
で
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
社
員
証
で
入
室
管
理
が
で
き

ま
す
。
カ
ー
ド
の
管
理
番
号
に
よ
っ
て
、
入
室
ゾ
ー
ン
を
制

限
し
た
り
、
何
月
何
日
何
時
何
分
に
入
室
し
た
と
い
っ
た
履

歴
が
残
る
の
が
利
点
で
す
ね
。
紛
失
し
た
場
合
に
も
、
カ
ー

ド
で
あ
れ
ば
セ
ン
タ
ー
側
の
デ
ー
タ
を
抹
消
し
て
使
用
停
止

に
で
き
る
の
で
、
鍵
の
場
合
の
よ
う
に
シ
リ
ン
ダ
ー
を
交
換

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
」
（
坂
本
氏
）

地
震
・
水
害
へ
の
対
策

　

こ
こ
数
年
の
集
中
豪
雨
の
傾
向
を
受
け
て
、
水
害
対
策
に

も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
三
井
不
動
産
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
場
合
は
、
立
地
や
構
造
上
雨
に
弱
い
ビ
ル
に
関
し
て
は
、

過
去
の
履
歴
を
追
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
対
策
案
を
考
え
て
あ

る
と
い
う
。

　

「
通
常
は
浸
水
や
水
漏
れ
の
通
報
が
あ
っ
て
か
ら
点
検
に

行
く
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
物
件
は
通
報
が
な
く
て
も
行
き

ま
す
。
ま
た
浸
水
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
は
、
土
の
う
や
防
潮

板
な
ど
事
前
対
応
を
行
い
ま
す
」
（
坂
本
氏
）

　

シ
ス
テ
ム
面
で
は
、
予
測
雨
量
が
１
時
間
あ
た
り
50
㎜
を

超
え
る
と
気
象
予
報
会
社
よ
り
情
報
が
提
供
さ
れ
て
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
仕
組
み
だ

と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
防
潮
板
や
土
の
う
の
準
備
も
な
る

べ
く
事
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1階・エレベーターホール。各階テナント表示以外は装飾を控えた
シンプルなつくり。

1階・サービスセンター。各種警報や気象情報などの 24時間監視を行う。
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ま
た
地
震
の
場
合
に
も
、
速
や
か
な
復
旧
の
た
め
に
、
被

害
状
況
や
危
険
度
に
基
づ
い
て
巡
回
点
検
の
優
先
順
位
を
決

め
て
い
る
。

　

「
第
一
順
位
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
閉
じ
込
め
警
報
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
故
障
警
報
発
報
中
の
ビ
ル
。
第
二
は
、
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
内
に
何
ら
か
の
通
報
が
あ
っ
た
ビ
ル
。
第
三
が
、
過

去
に
ト
ラ
ブ
ル
発
生
率
が
高
い
ビ
ル
や
、
警
報
の
発
報
さ
れ

な
い
ビ
ル
。
以
上
の
優
先
順
位
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
非
常

時
に
は
こ
の
順
番
に
巡
回
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」
（
平

山
氏
）

　

震
度
３
以
下
の
地
震
と
震
度
４
以
上
の
地
震
で
も
、
巡
回

リ
ス
ト
が
分
か
れ
て
い
る
。
限
ら
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
効
率

よ
く
派
遣
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
大
き
な
地
震
の
際
に
は
管
理
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
は
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
と
き
は
、

営
業
マ
ン
ま
で
総
出
で
対
応
に
あ
た
る
の
だ
そ
う
だ
。

「例
えば会議に臨む時、エレベーターホールでは同

伴者と話す内容を最終確認し、エレベーターに

乗っている間は会議で話すポイントを頭の中で整理し直

し、オフィスフロアに出たらすでに会議に臨む精神状態

になっている。このようにエレベーターは、利用してい

る時間は短いのですが、日常生活とビジネスシーンの気

分のスイッチを切り替える境界領域であり、自己と向き

合うための空間でもある」と語る萩原さん。一方、浦出

さんは「エレベーターに乗っていて外の状況がわからな

いと不安になります。シースルータイプのエレベーター

だと、外の状況や働いている人の姿が見えて安心ですし、

短い時間でも自分の好奇心を満たすことができます。」と

語る。

　モバイル・コミュニケーションの社会・文化的な影響

を追究しているモバイル社会研究所に勤務するお二人に、

コミュニケーションの場としてのエレベーターについて

聞いてみた。

N T T ドコモは、携帯電話のもたらす光と影を広く深く解明することを目的に
2004 年にモバイル社会研究所を設立。そこで働く萩原さん（写真左）、浦出さ
ん（写真右）は季刊ジャーナル『Mobile Society Review 未来心理』の企画・
編集などに従事。日々、原稿依頼や取材などで多くのビルを訪れ、エレベー
ターやエスカレーターを利用している。

三
井
不
動
産
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

警
備
や
工
事
、
清
掃
と
い
っ
た
運
営
か
ら
管

理
ま
で
、
ビ
ル
経
営
に
関
わ
る
業
務
全
般
を

行
う
ビ
ル
管
理
会
社
。
快
適
性
や
情
報
対
応

性
な
ど
を
備
え
た
利
用
者
の
使
い
や
す
さ
を

考
え
た
ビ
ル
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

目
指
す
。

■ 

住
所
‥
東
京
都
港
区
西
新
橋
２-

３８-

５

　
　
　
　
　

西
新
橋
Ｍ
Ｆ
ビ
ル

■ 

設
立
‥
１
９
8
2
年

オフィスビルのエレベーターは、

ビジネス気分の“切り替えスイッチ”

オフィスビルのエレベーターは、もしエレベーターが動かなく
なるような事態が起きると、ビジネス活動ができなくなってし
まうほど重要なビル内の垂直交通を担っている。またビル内交
通としてだけではなく、ビルの外とオフィスが違う空間である
ことを意識させる場としても機能している。

株式会社 エヌ・ティ・ティ・ドコモ
モバイル社会研究所　企画担当

萩原 徹太郎 さん 　 浦出 直子 さん

User's 
Voices

「エレベーターの中で乗り合わせた人とコミュニケーショ

ンをとろうとはあまり思わない。オフィスビルのエレベー

ターに乗り込むのは、茶室に入る前の感覚に似て、気分

を切り替えるための空間なので、シンプルで機能的、そ

して過剰な情報を抑えた密室感を演出してくれるような

ものがいいですね」（萩原さん）。

「上司と一緒にエレベーターに乗り合わせたりすると、話

題に困ることってありますよね。そんな時には心理的な

逃げ場が欲しい。例えば、『今日は○人がこのエレベーター

を利用しました』というような、エレベーターという場

の空気を共有できるような情報があると嬉しいですね」

（浦出さん）。



西
村 

忠
行
氏

東
京
支
社　

東
京
中
央
支
店

フ
ィ
ー
ル
ド
グ
ル
ー
プ
主
任

大
野 

雅
隆
氏

東
京
支
社　

東
京
中
央
支
店

フ
ィ
ー
ル
ド
グ
ル
ー
プ 

チ
ー
フ
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
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東芝エレベータ
株式会社

大企業の本社やさまざまなオフィス

ビルなど、東京区部のなかでも特に

重要な機能を担うビルが集中する港

区、中央区エリア。この首都・東京

の中心地でエレベーター、エスカレ

ーターの保守・点検を担う東芝エレ

ベータ東京中央支店で、高層階のオフ

ィスビルならではのメンテナンスや

マネジメントの特徴について聞いた。

Communication

ServiceAmenity

maintenance
Safety

Technology

メーカーの立場から…

Maker

Manager
時
間
が
少
な
い
中
で
の
作
業

　

港
区
、
中
央
区
エ
リ
ア
を
中
心
に
10

の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
東

京
中
央
支
店
は
、
高
層
ビ
ル
も
多
い
日

本
最
大
級
の
オ
フ
ィ
ス
街
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
担
当
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
グ
ル

ー
プ
の
西
村
氏
と
大
野
氏
に
お
話
を
聞

い
た
。

　

「
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
停
止
時
間

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
朝
の
出
勤
時
か
ら
10
時
近
く
ま
で
、

11
時
半
か
ら
13
時
半
近
く
ま
で
の
昼
の

時
間
帯
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
停
止
で
き

ま
せ
ん
し
、
退
社
時
間
を
考
慮
し
て
16

時
く
ら
い
ま
で
に
は
運
転
を
再
開
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」（
大
野
氏
）

　

こ
の
よ
う
に
時
間
の
制
約
が
厳
し
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
高
層
ビ
ル
の
多
い
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
で
の
実
作
業
は
、
通
常
よ

り
も
時
間
が
か
か
る
と
い
う
。

　

「
乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ほ
か
に
、

高
層
ビ
ル
で
全
階
停
止
す
る
非
常
用
、

荷
物
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
が
あ
る

場
合
、
点
検
の
内
容
も
違
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
高
速
機
種
も
多
く
稼
働
し
て
い
る

の
で
、
大
が
か
り
な
点
検
作
業
も
増
え

て
き
ま
す
。
一
般
的
に
稼
働
し
て
い
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
機
構
は
同
じ
で
も
、

部
品
が
違
っ
た
り
す
る
関
係
で
通
常
よ

り
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
」（
西
村
氏
）　

　

こ
の
た
め
、
点
検
や
改
修
を
夜
間
に

行
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、

東
京
の
中
心
部
と
い
う
場
所
柄
は
、
要

人
が
乗
る
機
会
が
多
い
大
手
企
業
の
本

社
ビ
ル
も
多
い
。

　

「
テ
ナ
ン
ト
さ
ま
に
と
っ
て
大
切
な

お
客
さ
ま
が
乗
っ
た
と
き
に
何
か
あ

っ
て
は
大
変
で
す
。
ド
ア
開
閉
時
の
異

音
な
ど
、
さ
さ
い
な
不
具
合
に
も
細
か

い
注
意
を
払
っ
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
」（
大
野
氏
）

効
率
と
安
全
性

　

そ
れ
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ら
で

は
の
特
徴
的
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

「
5
、
6
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
稼

働
す
る
よ
う
な
大
き
な
ビ
ル
で
は
、
特

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
効
率
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
少
し
で
も
待
ち
時
間
を
減
ら

す
べ
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
交
通
量
測

定
の
依
頼
は
多
い
で
す
ね
」（
大
野
氏
）

　

交
通
量
測
定
で
は
、
呼
び
ボ
タ
ン
を

押
し
て
か
ら
何
秒
後
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
到
着
し
て
い
る
か
を
デ
ー
タ
と
し
て

蓄
積
し
、
平
均
待
ち
時
間
、
呼
び
が
集

中
す
る
階
や
時
間
帯
、
乗
降
人
数
の
多

い
階
な
ど
を
割
り
出
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
効
率
が
オ
フ
ィ
ス
の
効
率
に
も
影

響
す
る
た
め
、
た
び
た
び
、
ど
こ
か
の

ビ
ル
で
測
定
作
業
を
行
う
と
の
こ
と
だ
。

　

「
し
か
し
そ
の
反
面
、
最
近
は
ド
ア

の
開
閉
の
速
度
を
緩
め
る
な
ど
、
ロ
ス

タ
イ
ム
よ
り
も
安
全
性
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」（
大
野
氏
）

　

高
層
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
は
、
大
容

量
の
シ
ャ
ト
ル
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ダ
ブ

ル
デ
ッ
キ
（
二
階
建
て
）
な
ど
、
多
く
の

人
を
一
度
に
運
べ
る
よ
う
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
求
め
ら
れ
る
が
、
一
方
、
ユ
ー

ザ
ー
の
安
全
に
対
す
る
意
識
も
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
自
社

ビ
ル
の
企
業
な
ら
昼
休
み
を
15
分
ず
ら

し
て
も
ら
う
な
ど
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

性
能
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
利
用

者
と
メ
ー
カ
ー
側
が
協
力
し
あ
っ
て
問

題
を
解
決
す
る
と
い
う
考
え
方
も
増
え

て
い
る
そ
う
だ
。

管
理
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

最
後
に
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
管
理
者
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
。

　

「
複
合
型
ビ
ル
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
併
用
の
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ま
が
来
る
機

会
も
多
い
の
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に

は
ぜ
ひ
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
意
匠
的
な

問
題
か
ら
好
ま
れ
な
い
お
客
さ
ま
も
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
意
識
も
変
わ

っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
」（
大
野
氏
）

　

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
故
障
で
は
、
敷

居
の
溝
に
ゴ
ミ
や
異
物
が
入
っ
て
ド
ア

が
閉
ま
り
き
ら
ず
に
停
止
し
て
し
ま
う

な
ど
、
ド
ア
の
不
具
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
日
常
的
な
清
掃
・
管

理
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
」（
西
村
氏
）

　

ま
た
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
な
ら
で
は
の

注
意
点
も
あ
る
。

　

「
群
管
理
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、

急
に
在
館
人
数
が
増
え
た
り
す
る
と
待

ち
時
間
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ビ
ル

の
管
理
者
の
方
か
ら
、
テ
ナ
ン
ト
さ
ま

の
入
れ
替
え
な
ど
の
情
報
を
事
前
に
い

た
だ
け
れ
ば
、
問
題
の
起
き
る
前
に
対

策
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」（
西
村
氏
）

　

大
き
な
ビ
ル
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

そ
れ
を
管
理
す
る
側
と
ケ
ア
す
る
側
の

連
携
が
大
切
だ
と
い
え
る
。



 特集●シリーズ「防災を科学する」

 水害と都市・交通

集中豪雨などによる
都市型水害に備える

か
つ
て
旅
客
機
の
花
形
と
い
え
ば
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ

ッ
ト
、
ど
の
航
空
会
社
も
そ
の
威
容
を
自
慢

気
に
誇
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
的
な

航
空
規
制
緩
和
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
い
ま
や
欧
米

の
旅
客
機
は
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
方
向
に
転
換
し

た
。
20
人
か
ら
70
人
乗
り
の
小
規
模
の
ジ
ェ
ッ
ト
機

に
ど
ん
ど
ん
特
化
し
て
き
て
い
る
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
に

大
型
機
で
到
着
し
た
と
し
て
も
、
乗
り
継
い
で
さ
ら

に
ボ
ス
ト
ン
に
行
く
と
な
る
と
、
人
数
は
ぐ
っ
と
減

っ
て
1
0
0
人
乗
り
の
旅
客
機
で
も
無
駄
が
出
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
ボ
ス
ト
ン
へ
は
30
人
乗
り
ク
ラ
ス

の
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
、
と
な
る
。
そ
の
代
わ
り
便
数
は

多
い
。
空
港
に
着
く
た
び
に
、
こ
の
よ
う
に
次
々
と

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
自
在
に
向
か
う
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
地
方
の
空
港
か
ら
外
国
の
空

港
に
日
帰
り
で
行
け
る
便
が
無
数
に
あ
る
。
し
か
も

新
規
の
航
空
会
社
が
数
多
く
参
入
し
、
価
格
競
争
に

よ
っ
て
運
賃
も
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
い
る
た
め
、
小

型
化
の
方
向
は
加
速
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

こ
の
傾
向
は
、
す
で
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
バ
ン
コ

ク
な
ど
ア
ジ
ア
で
も
進
ん
で
お
り
、
日
本
の
航
空
会

社
で
も
中
小
型
機
の
比
率
を
高
め
つ
つ
あ
る
。
ク
リ

ア
す
べ
き
問
題
は
大
き
い
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
日
本

に
も
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
波
は
押
し
寄
せ
て
く
る

に
違
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
東
京
や
大
阪
か

ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
あ
ち
こ
ち
の
地
方
都
市
か
ら

ダ
イ
レ
ク
ト
に
外
国
へ
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
と
い

う
の
も
、
そ
う
遠
い
未
来
の
話
で
は
な
い
。（
談
）

航空需要の多様化により、きめ細かなニーズに対応できる
小型旅客機に注目が集まっている。

法政大学  黒川 和美

写真提供：ボンバルディア社




